
「社会性ある行動の優先基準とは？」 （管理職・候補者向け） 

狙い：中間管理者に必要な行動基準や社内マニュアル・「見える化」の欠落部分の認

識、社内権限や取引先の決算把握、所属社会の歴史的バックグラウンドを考える 

№ 項目 概略 /パワーポイント画面例 

1 表紙：社会性ある管理職レベル 優先行動基準は管理職に不可欠の適性 

2 社会的行動の優先基準とは？ 管理職レベルに必要な適性条件 

3 社会的効率とは？ 行動基準： ○社会的効率 ×個人的効率 

4 国民経済的観点の考え方は？ ビジネスでは特に経済的効率を優先する 

5 チームワーク成立の 3条件 管理職はチームワークをコントロールする 
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7 論理展開で問題事象へ対処 演習 1：社会的弱者 演習 2：監視カメラ 

8 社内マニュアルのパラドクス ○事務の標準化 ×広い社会性が喪失 
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11 机上知識と現場知識 具体的事例対応や対外交渉で違いが出る 

12 規制法令と社内コンプラ規定 法令と社内規定の優先関係が逆転傾向 

13 契約書の持つ機能 契約書=債務履行基準のエビデンス 

14 グループ会社間の契約書 隣接する権利の相互利用条項、出向契約 

15 表面には見えない決定要素 例：再稼働原発：共通のバックグラウンド 

16 戦後史のバックグラウンド 占領、流通・経済問題は現代へ続くルーツ 

17 管理職：固有の仕事と優先事項 まとめ 

18 日本企業の経営力の劣化 伊藤邦雄 一橋大学教授 
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